
　幼い頃から植物が大好きでした。小学
生の時に、ある本で真っ青なバラの写真
を見て、あまりの美しさに感動したので
すが、母から「それは加工された偽物だ
よ」と言われてがっかりしたことを覚え
ています。その時、自然界に青いバラが存
在しないことを知りました。後に人の手
によって青いバラが開発されますが、幼
心にバイオテクノロジーによって青いバ
ラをつくることができるのではと考えた
ことがきっかけとなり、研究者という仕
事に興味を持ちました。
　大学では花の色の改変に取り組む応用
研究のラボに所属し、その後は総合研究
大学院大学に進学して、花の進化の研究
を行いました。この大学院大学を選んだ
理由の1つは、体験入学した研究室で基
礎研究の魅力に夢中になったからです。

「なぜ」と思った事象に対して、その理由
を調べたり検証したりするプロセスにと
ても面白さを感じました。また、博士課程
を含めた5年一貫制の大学院大学であっ
たため、じっくりと研究に集中できる環
境にも惹

ひ

かれました。

　「構造色」とは、色素由来ではなく構造由
来の色のことを指します。花の構造色は、
花弁の細胞表面に存在する凹凸構造に由
来していて、CDの虹色と同じ原理で発色

します。1つの凹凸が1マイクロ（マイクロ
は100万分の1）メートル以下の微細な構
造であり、それが等間隔に形成されます。
このような構造を植物がどのように形成
しているのかとても興味を惹かれました。
しかし、この分野の研究は論文数も少な
く、そのメカニズムはいまだ解明されてい
ません。そこで自分自身でその謎を解き明
かそうと考え、研究を開始しました。
　ACT-Xでは、構造色の発色に必要な微
細構造の形成メカニズム解明に取り組ん
でいます。花弁に構造色を持つ「ギンセン
カ」という植物のゲノム解析と遺伝子発
現解析を行い、構造色がある領域とない
領域の遺伝子発現を比較することで、微
細構造形成に関わる遺伝子を絞り込みま
した。
　現在有力な候補因子を3つ特定できて
いるので、今後はこれらの因子について
さらに解析を進めます。また、花の構造色

はハチを誘引することが知られているた
め、農作物に構造色を適用できれば、いま
だ人工授粉や着果剤に頼っている農作物
をより効率的・省力的に生産できる可能
性があります。将来的には、構造色でハチ
による受粉を促進する「フォトニクス農
業」の実現を目指しています。

　自分が興味のある事象を掘り下げ、解
明していくことが研究の醍

だ い ご み

醐味です。私
自身は何も解明されていないものほど面
白く、うまくいかない時ほど研究にのめ
り込んでしまいます。花の構造色の研究
では、そもそも研究材料として利用しや
すい植物もわかっていない状態でした。
そのため、材料の決定や、その材料での実
験系の確立など、1から自身で行う必要
がありました。実験がうまくいかない時
は条件を変えて何度も繰り返します。そ
ういった障壁を乗り越えていく過程がと
ても面白く、やりがいを感じています。

　これから研究者を目指す皆さんに
は、ぜひ「なぜだろう？」と感じ

る気持ちを大切にしてほしい
です。身近なものや現象でも
ちろん構いません。興味を
持って観察し、疑問を掘り下

げることが研究
の第一歩です。

　  （TEXT：
　   村上佳代）

研究の道に進んだきっかけは？
偽物の「青いバラ」の美しさに感動
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具体的な研究内容は？
関連遺伝子の候補因子を3つ特定
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研究者を目指す人にメッセージを
「なぜだろう？」を掘り下げる

Q3.
A3.

木曽駒ヶ岳で趣味の登山を楽し
んでいる様子です。飛び出してい
る岩の上でジャンプしました。

ギンセンカ花弁の表面構造とその断面。構造色のあ
る中心領域（写真赤丸）では、細胞外マトリックスで
あるクチクラ層に微細な凹凸構造が形成されます。

戦略的創造研究推進事業ACT-X
「花の構造色を呈する微細構造-フォトニクス農業実現のための基盤構築-」
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